
週1コ マ の 中 級

中 村 一 郎

1988年 度 に,早 稲 田大学 日本語研究教育 センターで,わ た くしが担 当 し

た コースは くG-2〉 と 〈大B拍>で あった。<G-2〉 は初級 の後半 か ら中級

にかけて のコー スで あり,時 問的 には1週10コ マ(1コ マ は90分)で 構成

され でい る。<大B-6>は 上 級 の聴解 コースで,1週1コ マの独立 した コ

ースである。 わた くしが出講 したのは毎週木曜 日の2コ マで,上 記2コ ー

ス を1コ マずつ担 当 した。

この期 間,わ た くしは 自分 自身 につ ぎのよ うな 問い を問い続 けていた。

それは,非 常勤 の教員 であるわた くしが,1週1コ マ とい う割 り当て られ

た時問の 中で,学 生 に何 を教 えた らよいのだろ うか,と い うことで あっ

た。 この問いは基本的 には,くG-2>に も く大B-6〉 に も共通 したもの で

あった。 しか し,複 数の教 師 によるチーム ・ティーチ ング を基 本 とす る

〈G-2>に お いて,問 題が よ り切実 に 感 じられた こ とも事実 で ある。 そこ

で,本 稿 では この問いに対 して,わ た くしな 勢にどの よ うにかかわってき

たのかを,〈G-2〉 コ ースの揚合 をとPあ げて報告 してみた い。

1.担 当者打合せ会での確認事項

くG-2>コ}ス の打合 せ会 は,1988年 尋月7目 に行 わ れ た。 担 当者 は,

コオーディネーターの鈴木義昭氏(1コ マ),藤 井 美佐子氏(4コ マ),村 上

治子 氏(4コ マ),中 村 一郎(1コ マ)の 千人 で ある(カ ッコ内は持 ちコマ数)。

前年度 も同 じコースをまった く同 じ顔ぶれで担当 していたので,そ の とき

の反省 に基づ き,打 合 せはご く短い時間で終 わった。その席 で確認 され た
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のはつ ぎのよ うな事柄 である 。

1)教 科書 は藤井,村 上 の両氏が緊密 に連絡 をと りなが ら進 める。

2)鈴 木氏 は漢字 の復習,テ ス トな どを担 当する.

3)わ た くしは主 として聴解 や会語 を担 当す る。教科書 にはいっ さいふ

れ ない。

これ らの確認事項 について少 し説明 を加えてお こう、

1)は1全 体 で10コ マ ある うちの8コ マを担 当され る藤井 ,村 上 両氏 がで

きるだけ仕事が しやすい よ うにとい う配慮 か らで ある。

3)は,っ ぎの、点にかかわる。

実 は,前 年度 もわ た くしは週1コ マ を担 当 していたが,そ の ときには教

科書 も教 えてい た。 このよ うな持 ちママ数 の場合 はやや もする ≧,自 分 が

コースの中のほん の小 さな部分 にす ぎない と考 えて しまいがちである。 コ

ースに対 して主 体的 にかかわ ってい くこ とは簡単 ではなかった。 そこで今

年度 は,1コ マの持 ちコマ を教科書か らはなれ,学 生 の二一ズを考 えなが

ら独 自のクラス作業 を試 みる ことを提 案 し,認 めていただいたので ある、

目本語学習歴1～2年 の 学生 を対象 とす る 〈G-2〉 の 笏合 には,こ のよ う

な方法 もじゅ うぶん可能 で あろ うと判断 したか らで ある。

2・ 学生 とともに

2-1.後 期 の メンバ ー変更

上 に述ぺた確認事項 に基 づき,わ た くしは前期 の授業 を始 めた。 週 に1

度 の学生 との接触 をか さねなが ら,1年 問続 くプ・グラムの構 想 を立てて

いったD

前 期の授業が終 わ り,後 期 のわ た くしの初 日は9月22目 で あった。 教

室での学生た ちの姿 に接 し,こ の構想 溺理解 されてい ること感 じ,意 を強

くした。後期 いっぱいをか けて仕上 げがで きそ うだ と,自 分 自身 にも期待

を持 つ ことができた。次週 の作業 の打合せ を し,家 に帰 った。

9月29目,朝 家 で準備 を し,早 稲 田にでかけた。 教室 に入 った。 先 遁
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とは様子 ぶま った く違 ってい る。事態 を理解 す るのにわ た くしには時間 淋

かかった。 ぽ うっとした頭 の中に聞 きなれ た一人 の学生 の声 び聞こえて き

た。「り一サ ンタチハホカノクラスヘ イキマシ タ」。前期 の学生 の うち8名

は他の クラスに移動 し尋名が残 り,あ らたに7名 の学生 が加 わ ったので あ

る。わた くしはの どの奥の ほうびカラカラにかわ くの を感 じた、準備 をし

て きたものは使 えない。教科書はない。

気 をとPな お し・4・月の最初の クラスで行 ったよ うに,コ ースの意図や

や り方 な どをまだかわいたままの声 で説 明 し始 めた。

一通 り説明 を終 える と
,学 生 とい っしょに,7号 館501号 室 の机 をコの

字型 に並 ぺ変 えた。 どのよ うな学生 カミい るのか。彼 ら一人一人 の 目本語 の

レベ ルは。弱点 は。 いま何 を必要 としてい るのか。 わた くしはこの時問 の

うち に,で きるだ け情 報 を集 めよ ラとした。

この結果,千 人 のアメ リカ人はいずれ もサ ウス・ヵ ロラィナ大学 のMIBS

(MasterofIntemationa!Busine5sStudies)の 学 生 であ り,3人 の ドイ

ツ人はDAAD奨 学 生 であることがわ かった。日本語学習歴 は1年 半 か ら

2年 ぐらいであ り,そ の うち何人 かの 目本語力 は前期 の学:生たち よりもす

ぐれてい るので はないか とい う印象 を持 った。 そ して,今 後 の クラス作業

と しては 「言舌し方」・r閏 き方」を中心 に進 めてい けぱ よい と感 じた。

また,こ の日はコの字型 の机をも と通 りに直 したあ とで,学 生 を二 入ず

っ のペァに し,10分 問 でできるだけ相手 についての情報 を集 める よ うにと

言 って,話 しをさせ た。 最後 の15分 問 は,レ ・ま話 レた ことを書 いて提 出

させた。

なお,教 員連絡 ノー トのこの目の欄 を見 ると,わ た くしはつ ぎの よ うに

書 いてい るg

「新 メンバ ーの件=

前 もって連絡 がなかったので当惑D

ク ラス終 了後,教 室 を出 るときは ニコニコ。
リ ロ ロ ゆ

↑

意味 をお くみ取 り下 さいJ

-1尋1一



ひ とこ と注 を許 されるな らば,「 意味 をお くみ取 資下 さい」 とい う箇所 は,

わた くしとしてはあ くまで も,「 ニ コ ニ コ」 に係 ってい るつ も りであった

とい うことで ある。

こ うして9月29目 は 終 わ ったので あるが,こ の・よ うな 事 態は 今後 い く

らで も起 こPう るこ とに気がつ いた。9月 に留学生 を受 け入れ ることは少

しもめず らしい ことでは ない か らである、現 にr語 研 」時代 にも,後 期 に

なって か らの少数 の学生 の移動 は しぱしば経験 してきた ところで ある。た

だ,今 回 のよ うに前期の学生 の大部分 がい な くなって しま った とい うのは

初 めて のことで あったo

そ こでつ ぎに,こ れ以後 どのよ うにクラスに接 して いったかを,学 生 た

ちの発言 を紹介す る とい う形 を借 りて報 告 してみよ う。 日本語教師 として

思わぬ事態 に直面 ナるこ とは少 な くないが,与 えられ た条件 の もとで,で

きるだ け納得 のい く仕事 を しな けれ ばな らない。 そのひ とつ の試 み として

読んでいただ ければ幸 いであ る。

2一一aコ ンサ ルテーシ ョン

10月6目 と10月13日 の二 日は,基 本的 には同 じ流れ で授業 を進 めた。

とにか く話 させ るこ とに した。 方法 は9月29日 に行6た 「ペァ会話」 の

応用 である。.

・学生はペァ にな って 話す。 一 人 あまるときには3入 の グルー プを作 る。

わた くしはひ とつのペァの前 に座 り,そ れぞれの学生 の問題 点 をつかまえ

よ うとす る。そ して,15分 ぐ らいあ とでその問題点 について学生個 々 と話

し合 う・ これ を 「コンサルテー ション」 と呼ぶ こ とにす る。 それ が終 わる

とペアを 組み直す。目そのあ とで 学生全 員 にその 目に話 した こ とを2,3分

ず つ報 告 させる、 最後 の10分 ぐらいで報告 した ことを,で きる範囲 で書

いて提 出 させるq

問題点 として指摘 した事柄 につ いて少 しふれてお く。ひ とつひ とつの助

詞 の開違 いのよ うな細 かい技術的 なこ とはあま り指摘 しなか った。別の湯

で もっ と適切 にと りあげ られ る と考 えたからで ある。指摘 したの は話す こ
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と一般 にかか わるよ うなことで ある。 フォーマル とイ ンフ ォーマルが混在

す ること。傾 向 として助詞 の誤 りが目立つ こ と。場面 に合 わない漢宇語彙

を使 いす ぎ,聞 いてい る相手 には理解 しに くいので,な るべ く目本人 が普

通 に話 す言 葉 を聞 くよ うにと うながす こ とな どであった。また,よ く話せ

る学生た ちには,そ のことをじφうぶ んに詣摘 した上 で,な ぜその ように

話せ るよ うになったのかを聞 き出 し,さ らに 自信 をつ けさせ るように試 み

たo

こ の2遁 でコ ンサルテー シ ョンはほぼ一巡 した。それ に書 いた ものを突

き合 わせてみ る と,学 生の実力 はほぽ把握 できた。9月 に 〈G逸>に 入 っ

てきた学生 たちのプ レースメン トは,だ いたいにおいて的確 で あった と考

える。

9月29日 のペ ァ会話 では,い くつかのペァは話題がす ぐに種切 れ とな

り,辞 書 を抱 えて途方 に くれていた。 それ がわずか2週 間後 の10月13目

に は,か な り意欲的 に話 そ うとしている.ことがはっ きりと見て取れた・ 日

本語 を 日本 で学ぶ こ との意味 を,い ま さらなが ら考え させ られ た。学生 た

ちは 日本 で何 を見 ているのだろうか。何 を考 えてい るのだ ろ うか。 日本語

の 「クラス』 は,そ れ に ど の ようにかかわ ってい くことが可能 なのだ ろ

うか。次週 か らは,1日 に3人 ずつス ピーチ をす ることにした。題 は 自由

である。

2-3.ス ピ ー チ

2-3-1.ス ピーチの題 とコメン ト

ス ピーチをするに当たっては,つ ぎの 乙 うな点 を注意 した。 よ く準備 を

して くるこ と。 聞いている学生 がで きるだ けわ かるよ うに気 をつ け る こ

と。原稿 を書 いて くる ことは大 いに結 構で あるが,そ れ を棒 読み には しな

い こと。 なお,原 稿 を書 いてきた場合 には,ス ピーチ のあとで直 し,必 ず

返却 するこ とを伝 えた。毎 回当番の学 生 を募 ったが,全 員が とて も積極的

に手 をあげて くれた。 また,当 番の学 生が欠席 して しま うとクラス魁成 り

立たないこと を説 明 し,ど うしても休 ま な くて はな らない揚合 には,自 分
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の責任で他 の学生 に代 わ りを頼 む とい うこ とを約束 させた。

つ ぎに,10月20β か ら12月15日 ま で8回 にわたって行 ったス ピーチ

σ),ご く簡単 な内容 とわ た くし の コ メ ン トを順 に 記 す。A～Lは 学生

(D,丑K.は 女 子学生,そ のf也は 男子学生)を 示す。()内 は 国籍。 「 」

内は題名。*は コメン ト。

10月20目:

A(オ ラ ンダ)=「 中学教師 としてみた 目本の教育 」

現在東京 の下町 の中学 で英語教師 を してい る経験 に基づ き,自 分 が感 じ

てい る日本 の教育 の問題 点を話す。*学 生た ちもみな この問題 には高 い関

心を示 した。

B(マ レー シア)=「 マ レーシァの伝 統 スポーツ」

バ ドミン トンに似 たマ レ{シ ァの伝 統的 なスポーツのルールを,黒 板 に

・そのコ♂ トを図示 しなが ら説 明する。*内 容的 には.なん と も も の た りな

い。 しか し,・黒板 の前 にニ コニコ立 ってい る姿 を見てい ると,学 生 もわた

くしもみんながニ コニ コと許 して しま うとい った得な キャラ ク タ ー で あ

る。

C(ド イツ);「 現 代 にお ける徳川時代 の影響 」 原稿提 出

前夜 の ドイ ツ文化会館 での加藤周 一氏 の 講演の 紹介。 現 代 のGNP国

家 主義 と江 戸時代の職 ノyの伝 統 との関係 などにつ いて。*準 備が できなか

った と本人 は言 っていたが,言 葉 な どはよ く調 べて あった。 その心意気 は

買 うが,内 容 と日本語力 とのア ンパ ランスが あま りにも大 きす ぎた。他 の

学生 にはそのままではほ とん ど理解 できないσ これ らの点 を指摘 し・次回

は もっ と身近 な話題 を選 ぶ よ うに勧 める。

10月27目;

P(ド ィ ツ)1「 アルバ イ ト先 の社員旅行」 原稿提出

週末 の社員旅行 に参加 した。 みんなが く外人 さん〉の私 に好奇心 を持 っ'

た。 い ちばんおか しか'ったのは,社 長 も副社長 もみんなが出席 した こ と

と,宴 会 の ときの席順 だ った。*ド イ ツとの比較 もされ,み な興味 を もっ
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て聞いた。.初級 の助詞 の使 い方,動 詞 の活用 な ど,誤 りが多す ぎる。それ

について スピーチ終 了後 ひ とつ ひとつ議論 す る。 ドイツ人学生 に ときどき

見 られ るタイプ。

E(ア メ リカ)=「 自己紹介J

い わゆる三浦事 件の ころに来 日,北 区の女子高で3年 間英語 を教 える。

大学院で言語学 を専攻 中。*と にか く段違い の実力。 なぜ 〈G記 〉 に入 っ

て きたのか理 解 に苦 しむ。二週 で姿 が見 えな くなった。 しぱ らくあとで本

入 旗 ら<G-4>に 移 った と聞 き,納 得。

F(ア メ リカ)=「 日本 は安全 な国です か ～」

目本 は安全 な 国 だ と聞いていた。 私 も貧乏 な く宿 な しひ と〉 と話 した。

でも,も めごともある。た とえばみだ らな酔 っぽ らったひ と。 半文 法的 に

はかな り正確。発音 も悪 くないのだが,イ ン トネーシ ョンに独特 な癖が あ

る。

G(マ レーシア)=「 マ レーシアの水 利政策』 原 稿提出

英諾 の雑誌 の記事 を翻訳。*一 生懸命単語 を引 き原稿 を作 って きた のだ

が,日 本語教師 のわ た くしもい くつかの単語 を手掛 か りにや っと意喋 を推

測。語順 がまだ 目本語 になっていない・ クラスではなん とか他 の学 生が理

解 で きるよ うに試み た。放課後,個 人的 に周題 を話 し合 う。 もっと身近 な

ことを書 いてみ るこ とを助言。次週 さっそ く 「私 のある休 みの 日」 とい う

作文 を提出。初級 レベ ルはほぽ問題 な くク リヤー している,中 級 以降 の作

文 のむずか しさを痛感。

11月10日

H(ア メ リヵ);「 喫 茶店 ロン」

毎週二,三 度 ゆっ くりと時問 を過 ごす吉祥寺 の喫茶店 のママについての

話 し。*数 年前,宣 教師 として二年 ほ ど日本 に住 んだこ とがあ り,と ころ

どころ間違 い は あ る も の の流暢 とい って よい ほどの話 しぶ コで あ易。15

分 ぐらい一,入で話 して くれた。

1(ア メ リカ):「 早稲 田祭 でチ ョコバ ナナ を売 った話」 原稿提 出
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内容 は題 の通 り。他 の学生 よ り数 遁問遅れ て コースに入 って きたので 自

己紹介 も兼 ねる。*学 習歴 はア メ リカで2年 。来 日は10月 尋日であるが,

なかなか 日本語 が身 についている感 じ。大学 に入 るす ぐ後 ・一 した,恐 ろ

しい経験 を受 けま した,そ んな に多い飲 みす ぎ学生 は,と い うよ うな種類

の誤 りが ところ どころ見 られた。

J(ド ィツ);「 学 生 と知 り合 いになるために」 原稿提出

ドィツで は学生 同士 の話題 は,主 として 時事問題 と専 門の勉 強で ある。

目本人 の学生 はそ うい うことには ぽとん ど興 味がないよ うだ。外 国 に対 す

る興味 も深 くない.例 外 は外国 に行 った経験 のある学生 たちで ある。*内

容 も,日 本語 も実 にしっか りしている。目本で の研究が大 い に期待 され る。

11月17日

K(ア メ リカ〉:「 いま働 いている ところの紹介」 原 稿提出

化学薬品会社 で,英 語の手紙 の翻 訳や 日本語 か ら芙語へ の翻訳 などをし

てい る。*教 室へ行 こ うとする とこの学生 が廊下 で,1枚 の紙 を手 に小声

でスピ}チ の練習 をしていた。本番 で もかな り上 がってい る様 子。 ～しな

けれ ばな らない,と い うよ うな長 い文型がかな9乱 れ る。

L(ド イツ)=「 仮 面 』

目本 の舞楽面 の話 しから,古 代 ローマの祭 り,吉 い ドィツの伝 統 などに

ついて。*わ た くし自身 の知識 の無 さもあ9,内 容 につ いてはあま り議 論

できなかった。発音 の注意 と文 法の誤Pを 指 摘す るに とどまった。

以下,二 巡 目は題名 だけを記す。

A(オ ランダ):「 自転車公 害」 原稿提 出

11月 餌 日

C(ド ィ ツ):「 ドィツ と目本 の大学 を比べ る」 原稿提 出

F(ア メ リカ):「 サンクスギビング」(こ の日はその当 日。Kの 歌つ き)

12月1日

Z》(ド ィツ):「 ドイ ツ人 の特性 」 原稿 提出

H(ア メ リカ);「 日本人 とカラオ ケ」
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1(ア メ リカ);r寮 の近 くの レス トラン」 原稿提 出

12月15目

J(ド イ ツ):rハ イ デルベル グでの 目本学 の勉 強」 原稿提 出

2-3-2.ス ヒ。一 チとクラス

それ ではこれ らのスピーチは,わ れわれ のクラスに何 をもた らしたで あ

ろ うか。 その中か ら三つ のスピーチを と りあげ,そ れぞれ異 なった視 点 か

ら具体的 に検討 してみよ う。

1)10月20日A(オ ラ ン・ダ〉1「 中学教 師 としてみた 日本 の教育 」

オ ランダで は教えるこ とはないが,い ま中学 で英語 を教 えてい る。 いい

学 校ではない。下町 のパ ブ リックの学校で,問 題 のある子供 がいっぱいい

る。 頭 の不 自由な子供 た ちもいる。 日本 の学校 はきび しい と思 って いた

が,実 際 は違 う。服 や持 ち物 の規則 は多 いが,き び し くない。 オランダ に

比べ る と,日 本 は本 を読 むだけだ。 会話 を したいが40入 いるのでむずか目

しい。教 えるかたちは本 だ けで,試 験 だ けのための勉強 だ。

A君 は教室 の中の子供 たちの様子 をま じえなが ら,こ の よ うな話 しを し

た。 スピーチが終 わる とわ た くしは公 立,組 織,下 町,規 則 な どの単語 を

黒板 に書 きだ し,意 味の確認 をした。 〈頭 の不 自由な〉 とい う表現 につい

て は,か らだや 目や耳 には使 うが く頭 〉 には使わ ない こ とをやや詳 し く議

論 した。 また,文 法 の誤 りも指摘 した。 そのあ とで,内 容 に関連 してつ ぎ

のよ うな質問 が出 された。

K:「 問題 の子供 とはなんです か。貧 困におちいった学生 です か。」

そ一 ら,来 た。 日本語教師 にはお な じみの誤 りで ある。 こ こでわ た く

しは もう一度,〈 貧 困に陥 る>,<学 生 〉 と 〈生徒〉 とい うことば の使

い方 を,文 脈 上の制限 な どにふれつ つ説 明 した。

A:「 頭 の悪 い子供 もい ます。小学校 四年生 ぐらいの。この学校 はダメ,

そ の学校 はダメ といわれ,馬 の学校(い ま教 えている)だ け受 け入れ て

くれ る。」

1)=「 頭,7ジ,_。 な んです かc自 分 で経営 できない 量」
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〈不 自由>ど い うことばの音 が まだ定 着 していない。く経 営〉は,自 分

で 〈勉強 をやってい く〉 とい うよ うな意 味 に使 いたかったoだ ろ う。

ドィッ語のbetreibenを 直 訳 してv、る と考 え られ るD

1》:「 下町は どこ」

A=「 荒川 区」

1℃ 「このスピーチはお もしろいです。世界 の目では,目 本 人 は頭 がよ

い と知 られていますが,頭 の悪 い人 もいるこ とはよ く知 られてい ませ

ん。」

Pl「 他 の教師 ≧の関係 は ど うです か。」

A:「 ふ たっ ある,ひ とつはいい,ひ とつ は関係 ない。」

王{:「 あ らたまった とい うことです か。 どうい うふ うにその仕事 を見つ

けま したオ㌔」

A=「 友 だちから。」

H:「 英語 を教 えることはど うです か,」

Al「 英 語 には興味 あ りませ ん。 で も,中 学 や教育 などい ろい ろな こ と

に興味 ある。」

一連 のスピーチの トップバ ッター とな ったA君 の こ の スピー チは
,ク

ラス全体 に対 して大 きな役割 を果 た した と考える。 それ は,ヤ ・ま自分 が問

題 として考 え続 げてい ることを・ 巨本語 の クラス とい う場面 の中で,直 接

の話題 として と りあげる ことが可能 である ことを示 したことで ある。 さ ら

に,ス ピーチやそれに続 く議論 の展 開の中にはそれ ぞれ の学生 に とってわ

か らないこ とが出て くるが,わ か る こ とわか らない ことをひ っ くる砂て・

共 同で考 えてい こうとする姿勢 が確認 された ことである。

2)11月10日H(ア メ リカ):「 喫 茶店 官ン」

H君 が よ く行 く喫茶店 「ロン」 の気 さ くなママについての話 しで ある。

ここでは,文 型 の定着 とい う問題 について考 えてみ よう。

くそん なにあらたまったほ うが よくないそ うです。〉

H君 が話す 日本語 を聞いていたママの 〈ことば〉である。板 書 をして,
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この表現 に 問題 がないか を全 員 にたずねてみた。 〈あらた まった〉 とい う

ことばは,上 に述 ぺたA君 のス ピーチの際 に議論 してい た の で あ る が,

み な覚 えていた.〈 ～す るほ うがいい〉 とい う文型 も理解 してい る。A君

が言わん とする 意味 については 全員 が よ くわか ってい る。 初級 コースで,

〈～す るほ うがいい>を 習 った際に,〈 ～ しない ほ うがいい〉 とい うその否

定形 も,当 然 習ってはいる と考 えられ る。 しか し,こ の揚合 の文法上 の誤

りについてはだれ も指 摘で きなかったo

く[ぼくはママ と1な んで もについて話 します。〉

これ も中蔽 の学生 に,[揚 合 によっては上級 の学生 にもは く見 られ る誤

りで ある・学生 に意見を もとめると,〈 なんで も話 します 〉や,く なんにで

もついて話 します〉 とい う答 えび返 って くる。 しばら くい っ しょに考 えて

み たび,〈 なんにつ いて で も話 します>と い う正解 は出て こなか った。 と

ころで,H君 はス ピーチの 後半 で,マ マは くだれ でも と話す こ とができ

る>と い う表現 も使 っていた。つ ぎにこれ を板書 し学生 に質間す る と,こ

ん どは,少 しの あいだ黒板 を見つ めて いた学生 たちか ら,つ ぎつ ぎと正解

解出 された。

く旨ぎく力弍出るあ とで..,>

これ もおな じみの誤 りであ る。 前回10月27日 のFさ んの ス ピーチの

際 に,日 本 は安全 だ と 〈日本 に来 た前 によ く聞 きま した>と い う表現 につ

いて議論 した。H君 の 〈出 るあとで〉 は,く 出 たあ とで>に すべ きだ と指

摘 した あとで,前 回 の く来 る前に〉 との 違い と対 照 させ なが ら説 明 した。

この誤 りは2週 後 の11月24日 のC君 の話 しの中で,<日 本 に来 た前 に名

門 の早稲田大学 についてた くさん聞い た〉 とい うかたちで,も う一度 登揚

した。

文型は,一 度教 科書で教 えたか らそれ でよい とい うこ とにはな らな い。

なん ども繰 り返 し,繰 り返 し,そ れ もただ誤)を 指摘す るのではな く,学

生 に問違 い を深 させ,ど うすれ ばよいのかを考 えていかせ るこ とが必要 で

ある。 中級 になる と学生 は少 しずつ,目 本語 で自分 自身 を表現 しよ うとす
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るよ うになる。 この機会 に,学 生がみずか ら 〈つ く りだす〉誤 りをたいせ

っに とらえ,定 着 を図ってい くこ とが教師 にとって の重 要 な課 題 で あ ろ

う。

3)11月24日C(ド イ ツ):「 ドイ ツと日本 の大学 を比 べ る」

ドイツで早稲 田大学 についてた くさん聞い た。来 たときには普通 の大学

だと思 い少 しがっか りした。 けれ どもす ぐ色々 な違い を見つ けられた。大

きな店 で電子国語辞典 を買 お うとす ると値段が とて も高い。販 売人 に割 引

がで きるか と聞 くと,部 長 が出てきた。早穏 田の学生で あることがわかる

と割引 して くれ た。 ドィツでは こんな ことはできない。1%8年 の 学生紛争

以後 ドイツの大学 では中世か らの伝統的 な風習が な くな った。そ のかわ り

いまの大学 は勉強 するためだけの ところ となった。 しか し多 くの学生は勉

強す るた めの動機 を知 らない。卒業 のあ と失業 した くないだ けで ある。早

稲田のサー クルの 能率 にび っ く勢した。 応援団 の学生 はいい役者 である。

必ず宣伝や政治 で出世す るはずだ。 日本 と ドイツの学生政治団体 は比べ ら

れるかもしれない。 目本語 も ドイツ語 もこ とばがちょっと分 か らない・ β

本でいつ も1メ ー トルの問隔か らス ピーカーで私 の耳 に喚いてい る。 ドイ

ツで用語が分か らない。

C君 の今 回のス ピーチはこのよ うに 内容が 身近で 具体的で あ り,学 生

たちはみ な興味 しん しん とい った表情 で聞いている。一回 目に比ぺ ると見

違 えるよ うな進歩で あるゴわた くしはス.ピーチを聞 きなが ら学生 たちの顔

を見ていた。する と,こ の 日の出席者 は8名 で あるこ と,さ らに偶然 にも

ヨー ロソノξ人 とア メ リカ人が ヰ名ずついるこ とに気 がつ いた。 また,ス ヒ。

一 チ予定者 のうちの一人が欠席 して い る こ と もはじめか ら気 になってい

た。そこで これ らの条件 を総 合的に判 断 し,ス ピーチが終 わった らヨー犀

ッパの学生 とアメ リカの学生 を一入 ずつのペァに し,そ れぞれ の大学 の違

い につ いて話 させ よ うと決 めた。

A-H,L-F,P-1,C-Kと い うペァびできた。時問的 に少 し余裕 が

あるので20分 ぐらいの予定 で始 めた。9月 に入 って きた ときに比べ ると,
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とにか くよく話 す。 どのペァを見て も黙 ってい る時間が ない。 はじめ のこ

ろは話 せない学生 が聞き手 になって しま うことも時 として見 られたが,そ

れ もまった く見 られ ない。 話 しがはずんでい るので,時 問を30分 に延 長

した。 あ とで各ペ ァか らなされた報 告による と,話 し合 いの内容はつ ぎの

よ うなものであったo

A-H;H君 の 大学 は小 さな リベ ラル ・ア ーツの 大 学 で あった こ と。

学生 は教 師 を尊敬 はする.が,大 学 の外 では 友達 のよ うな 関係 もあった こ

と。オ ランダ とアメ リカの教育制度 の違 い。 「ロン」 について。A君 の専

門であるコン ピュータについ てo

L-F=ド ィ ツとアメ リカでの専 門教育 に対す る考 え方 やや りかたの違

い。大学間 のランクの差 など。

P-1;友 達 と知 り合 いになる ところ。 ドィ ツで は講義や ゼ ミ,ア メ リ

カでは寮,日 本 では 喫茶店やナークルが 多い よ うだ。 アルパ イ トにつ い

て。両親 から離れ ることの意味。 アメ リカでは大 きなこ とであ り,自 由に

なることで ある。 ドイツの湯合 は,両 親 とい っ しょで も自由である。一人

で住 んでい る学生は多いが,さ び しい気持 ち もある。

C-K=学 生 運動 につ いて。 ドイツで もアメ リカで も6α 年代 に比 べ 政

治的開心が薄 くなってい ること.反 核運動 など。

多 くの学生た ちにとって,日 本語で話す ことはまだげっ して容易 なこと

で はない。それ にもかかわ らずこのよ うな内容 について話 している。話 そ

うと してい る。わた くしは30分 の同ただ じっ とそれ を見ていた。

3・ 学生か らの問い

非 常勤 の教 員であ るわた くしが,1週1コ マとい う割 り当て られた時間

の中で,学 生 に何 を教 えた らよいのだろ うか。わ た くしはこの問い をもっ

て,こ の報告 を書 き始 めた。 また,こ の問いが出 て くる背景 について もふ

れたワ しか し,最 後 にもう～度 これ らの点 に立 ち返 り本稿 を終 えたい。

まず,背 景 について も う少 し述ぺ よ う。 わた くしは1984年 度 か ら 「語
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研」のGク ラス を担 当す るよ うになった。 そ して,こ の年 は 〈G-2〉 を,

翌年 は 〈G-1〉 を,4コ マ ずつ教 えた。 出講 日も遍 に二 日であった。 教科

書 を進 めなが ら,作 文,ス ピーチ,聴 解,新 聞な ど時問 を見つ けては色々

な作業 を試みていた。 コース に主体的 にかかわっていると,少 な くとも自

分で はそ う思 っていた。学 生たち との関係 も,自 宅 に も遊 びk来 て くれ る

など,あ る意味で密度 の高い ものがあった。

ところが1986年 度 の後期 か らは都合で,週 に1目,2コ マ しか出講で き

な くな り,さ らに1987年 度 には,<G-2〉 と 〈G-3〉 を1コ マずつ担当す

るこ ととなった。 それ ぞれ のコースでは,週10コ マ で進度表 にそ って教

科書 を教 えるのだが,そ の うちの1コ マを受 け持 ったわ けである。学生 た

ち と接 してい る時閏 は楽 しかった といって もよいが,し か し,い まひ とつ

コースに積極的 にか かわってい けない 自分 を感 じていた。 コースに無関心

な 自分 を自分 自身 の底 のほ うに発見 してい たとい ったら,言 い過 ぎになる

であろ うか。 このよ うな状 況の中で,わ た くしは1988年 度.を迎 えたので

ある。

最初 の問 いはここにかかわってい る。 この目く無關心>は どのよ うに して

克服できるのであろ うか.わ た くしはこの問い を,自 分が く学生>と どこ

までカ』カ】わっでヤ、けるカ㌧ とレ、う形で問 うこ とカ』らしカム出発で きなレ、と考

えた。教科書 か らはなれ た 〈自由な1コ マ〉 は,わ た くしには どうして も

必要な要請 で あった。

1988年 度 の後期 には,ペ ァ会話,コ ンサル テー シ ョン,ス ヒ。一チ,本 稿

ではふれ るこ とので きなか ったVTRに よ る聴解 な どを して き た。 しか

し,実 際 にはわた くしは何 を してきたので あろ うか。わ た くし自身 は話 し

てい ない。教 えていない。学生 が話 してい る。書 いてい る。わた くしはそ

れ を受 け止めてい るだ けで ある。 す ると,学 生 に無関心でい られ な くな

る。 学生 の 中 に少 しずつ わた くし自身 が 食い込 んでい く。 す るとますま

す,学 生 の言お うとす るこ とに耳 を傾 けよ うとする。学生 に語 らせ ること

になる。
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「ここで習 ったこ とは一番 多い
。 この1時 間半 を一番楽 しみ に して い ま

す」。 「他の クラスで 習 った文型,語 彙 をこのクラスで 使 え るあ でよいで

す」。 ふ っと,学 生が 紙 に 書いてよ こす.学 生 は立派な準備 を して くる。

わ た くしが ただ聴 いてい ることに対 す る,こ れ が リスポ ンス なので あろ う

か。す ると何 なのかG教 師 とい う存在 は。教 え よ うとす るとき,学 生 か ら

遠 くなってい る。教 えていない,学 生 に題 こ うとす るとき,学 生 が近 くに

い る。 そ して,学 生 は く習 っている>と 言 う。

自分 の中に自分 の声 が 聞 こえて くる。 「ナニ ヲイ ッテル ンダ。 シュウ1

コ マヲジブンノジユウニデキル トイ ウコウウンガシカラシ メ タ ダ ケ ナ ノ

サ。 キ ョウカシ ョモオ シエル ヒ トガイナ クチャナ ラナイ ンダ ヨ」。 それ は

本 当で ある。現 にわた くしも但の大学 で予定表 にしたが'って教科書 を教 え

てい る。 しかし,い まここで問題 に してい る問 い 自体 は,こ のよ うな揚面

にお いて も,本 質的 な問題提起 とな るはずで ある。

ど うや ら,わ た くしはまた新 しい問いの 中に迷い込んで しまったよ うで

ある。
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